
　
11
月
末
に
、
韓
国
で
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。

愛
玩
用
の
鶏
な
ど
を
飼
育
し
て
い
る

皆
様
が
第
一
に
行
え
る
こ
と
は
、
鶏

な
ど
を
常
に
衛
生
的
な
環
境
で
飼
育

す
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
毎
日
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

①
飼
育
す
る
鳥
の
健
康
状
態
を
毎

　
日
確
認
す
る
。

②
鳥
小
屋
の
中
だ
け
で
な
く
、
周

　
囲
の
清
掃
も
併
せ
て
行
う
。

③
餌
や
飲
み
水
は
毎
日
新
鮮
な
も

　
の
を
与
え
る
。

④
天
気
の
良
い
日
を
選
ん
で
、
鳥

　
小
屋
内
や
餌
箱
、
給
水
器
を
消

　
毒
液
で
洗
う
。

⑤
手
指
、
衣
服
、
長
靴
等
を
消
毒

　
し
て
作
業
に
あ
た
る
。

　
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
が
渡
り
鳥
や

野
鳥
を
介
し
て
侵
入
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
防
鳥
ネ
ッ

ト
等
で
接
触
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

鳥
を
世
話
す
る
前
後
に
は
石
鹸
で

の
手
荒
い
等
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

飼
育
し
て
い
る
鳥
に
異
常
が
見
ら

れ
た
場
合
、
た
だ
ち
に
家
畜
保
健

衛
生
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
電
話
０
８
５
９
―
６
２
―
０
１
４
０

　
現
在
、
防
衛
庁
で
は
、
２
等
陸

海
空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
２
等
陸
海
空
士
は
、
勤
務
期
間

は
陸
上
自
衛
官
が
２
年
（
技
術
関

係
は
３
年
）
、
海
上
・
航
空
各
自

衛
官
が
３
年
を
１
任
期
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
自
衛

官
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る
者
は
、

選
考
に
よ
り
２
年
を
任
期
と
し
て

継
続
任
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
選

抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
順
次
、

曹
・
幹
部
に
進
む
道
も
ひ
ら
か
れ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
鳥
取
地
方

協
力
本
部

米
子
地
域
事
務
所
（
電

話
３
３
―
２
４
４
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
警
察
本
部
に
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、

少
年
非
行
、
悪
質
商
法
等
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
専
用

電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃

９
１
１
０
番
」
を
押
せ
ば
、
電
話

を
か
け
た
地
域
を
管
轄
す
る
警
察

本
部
警
察
総
合
相
談
室
の
専
用
電

話
に
つ
な
が
り
ま
す
（
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
を
除
く
。
）
。
１
１
０
番
通

報
へ
の
緊
急
対
応
を
迅
速
に
行
う

た
め
に
も
、
相
談
に
は
「
＃
９
１

１
０
番
」
の
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
事
件
事
故
な
ど
の
緊
急
通
報
…

　
１
１
０
番

　
警
察
相
談
…
＃
９
１
１
０
番

【
問
合
わ
せ
先
】
黒
坂
警
察
署
　

　
電
話
０
８
５
９
―
７
４
―
０
１
１
０
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　平成１８年１１月１５日に下記の河川水を

検査した結果、全ての河川の水質は良好に保

たれています。

　○開発関係河川（年６回のうち４回実施）

　　丸山地内河川、別所川、口別所公民館前

　　河川、岸本原地内河川、前谷川、谷野川、

　　大江川、清水池

　振り込め詐欺や送り付け商法、催眠商法など、
私たち消費者を狙った詐欺まがいの商法が横
行しています。
　だまされないためにはどうしたらいいのか。
どんなことから個人情報が流れているのか。
実際の相談事例から対応策、新たな手口など
をお話いただきます。
　自分たちの情報は自分たちで守る、賢い消
費者になるための学習です。
　普段着で参加できる会ですのでお気軽にお
越しください。

【日時】１月１９日（金）１９時３０分～
【場所】溝口公民館 大会議室
【講師】鳥取県消費生活センター　
　　　　　所長　尾田　一寿さん

【問合わせ先】教育委員会事務局人権政策室 62-0713【問合わせ先】住民生活課　生活環境室 68-3115

【問合わせ先】住民生活課　生活環境室 6 8 - 3 1 1 5

　最近、海外渡航中に現地で犬に噛まれ、狂犬病を発症するケースが報告されています。
　狂犬病の特徴は、次のとおりです。
　　①犬に限らずほとんど全ての哺乳類が感染する。
　　②有効な治療法がないため、発症すれば１００％死亡する。
　　③日本やオーストラリア等を除き、世界各地で発生し、地域に
　　　よって感染源動物が異なる。（アジアでは主に犬）
　　④狂犬病に感染した場合、すぐに発症するわけではなく、大半
　　　が１～３ヶ月潜伏期間がある。
　　⑤潜伏期間中は感染の有無を知る手段がない。
　万が一狂犬病に感染した疑いがある場合には、できるだけ早期に発症を予防するためのワクチ
ン（暴露後ワクチン）を接種する必要がありますので、保健所や最寄りの医療機関にご相談くだ
さい。
　また、これから海外に渡航される予定の方は、下記のホームページにおいて狂犬病に関する情
報が提供されていますので参考にして下さい。
　　○渡航者向け感染症情報ホームページ（http://www.forth.go.jp/）
　　○「動物由来感染症を知っていますか？」
　　　（http://www.forth.go.jp/mhlw/animal/page_e/e03.html）
　　○国立感染症研究所ホームページ
　　　（http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k03/k03_18/k03_18.html）

　現在、日本国内には狂犬病の発生はありませんが、近隣諸国では狂犬病がまん延しており、日
本への狂犬病の侵入リスクは皆無ではありません。犬を飼われている方は、犬の登録と年１回の
狂犬病の予防注射を必ず行ってください。

鳥取労働局からのお知らせ

　平成１８年１２月２０日から「鳥取県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス
製造業最低賃金」が1時間７１４円に、同じく「鳥取県各種商品小売業最低賃金」が１時間６８
５円に改定されました。
　平成１８年１２月２０日以降の鳥取県の最低賃金は、次のとおりです。

○鳥取県最低賃金

　　　　１時間　６１４円　発効年月日：平成１８年１０月１日

○産業別最低賃金

　詳しくは、鳥取県労働局労働基準部賃金室又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

【問合わせ先】鳥取県労働局労働基準部賃金室 （0857）29－1705
　　　　　　 米 子 労 働 基 準 監 督 署 （0859）34－2231

最低賃金の名称 最低賃金金額 発効年月日

鳥取県電気機械器具、
情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業
最低賃金

鳥取県各種商品小売業
最低賃金

１時間　７１４円

１時間　６８５円

平成１８年１２月２０日

平成１８年１２月２０日


